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１．研究開始当初の背景

　代数曲面と曲線の組の研究から，平面代数

曲線の研究の重要性を理解し，本研究を着想

した．

(1) 　射影代数多様体上の超曲面について，対

数的小平次元を研究した．続いて，射影代数曲

面とその上の曲線の組に対しても，曲線が正規

交差の場合に，古典曲面論における分類理論が

成立することを示した．この研究の過程で，宮

岡－ヤウ型の不等式の対数版を証明した．

(2)　 1980年代の中頃から，平面代曲線の研究

を開始した．有理的で特異点として尖点のみを

もつ平面代数曲線を 有理尖点曲線という．こ

の有理尖点曲線について，曲線の次数は特異点

の最大重複度の 3倍未満でなければならないと

いう予想を肯定的に解決した．

(3) 　 (d, d − 2) 型 の有理尖点曲線について，

尖点の個数が２個以下の場合の分類を完成し

た．また，この分類結果を，任意の特異点を許

す場合に拡張し，さらに，正種数の場合に拡張

する研究を行った．

(4)　特異点を持つ平面曲線における有理関数

体の不変量ゴナリティを考察し，ゴナリティー

が次数と特異点の最大重複度との差に一致する

ための判定法をいくつか証明した．さらに，こ

の判定法が有効ないくつかの例を構成した．

２．研究の目的

　特異点を有する平面代数曲線の 有理関数体

の系統的な研究を推進することが目的である．

(1)　平面曲線の有理関数体に関する基礎的研

究を進める．特に，不変量ゴナリティーについ

てさらに研究する．また，ワイエルシュトラス

点や高次ワイエルシュトラス点等の研究も推進

する．

(2)　特異平面曲線の特異点と構成法の基礎的

研究を進める．特異平面曲線の存在および構成

問題は重要である．与えられた特異点をもつよ

うな曲線の構成方法を研究する．

３．研究の方法

(1) 　これまでの研究により，特異点を持つ平

面代数曲線のゴナリティを決定するいくつか

の判定法とゴナリティを下から評価する不等式

を得ているが，改良の余地のある部分もあると

思われるので，これらの結果の一般化を考察す

る．また，特異点の最大重複度を固定して，ゴ

ナリティと種数の関係を調べる．

(2)　平面代数曲線の特異点について基礎的な

研究をする．平面曲線の多項式変換像やクレモ

ナ変換像についての研究を進める．

(3) 　次に，曲線のモデュライ空間のストラ

ティフィケーションを研究する．従来から，一

般な曲線の性質については，ブリル・ネーター

理論等の一般論があり，かなりのことが理解で

きるのであるが，特殊な曲線の研究はあまりな

い．そこで，小さい種数の場合に，ゴナリティ

や高次ワイエルシュトラス点によるストラティ

フィケーションを研究する．

４．研究成果

(1)　ピカール曲線族と呼ばれる種数３の平面

4次曲線の２―パラメータ族を考察し，これら

の 4次曲線のワイエルシュトラス点の分布をモ

ジュライ空間において詳細に研究した．この曲

線族のモジュライ空間は，パラメータ空間を作

用する 4次の対称群で割った商空間になり，不

変式を求めることにより，具体的な記述が可能

である．この曲線族の 4次曲線のワイエルシュ

トラス点で重複度が２のものの個数は１，４，

７の 3 通りであり，個数が 4 以上の曲線はパ

ラメータ空間では次数１８の曲線を構成してい

る（川崎真澄氏）．この曲線のモジュライ空間
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上における像は特異 4次曲線になることを証明

した．さらに，Γの 24 個の特異点は像の特異

4次曲線の 2重接線の２つの接点のどちらかに

に写像されることも判明した．

(2)　１－パラメーターを持つ栗林４次曲線族

上の２-ワイエルシュトラス点の分類と幾何学

的性質の研究を Alwaleed 氏（当時，博士課程

の院生）と共同で行った．一般に，非特異４次

曲線上の２-ワイエルシュトラス点は変曲点か

セクスタクティック点とよばれる点であること

が知られている．栗林 4 次曲線族のパラメー

ター a の値に対して，２-ワイエルシュトラス

点がどのようなセクスタクティック点であるか

を分類した．新しく，3種の特殊な曲線を発見

した．栗林曲線族のように巡回被覆構造を持た

ない平面曲線上の２-ワイエルシュトラス点の

計算にはいろいろ困難があり，いくつかの新し

い方法を開発して，上記の結果に到達した．こ

れらの方法は他の曲線の研究にも，また他の問

題にも役立つと期待される．

(3)　種数２の平面曲線で超楕円対合以外に余

分な対合を持つ曲線族 y2 = x6 +ax4 +bx2 +1

の３-ワイエルシュトラス点の分類と幾何学的

な研究を Farahat 氏（当時，博士課程の院生）

と共同で行った．パラメータにより，重み２と

重み１の３-ワイエルシュトラス点の分布が異

なる．パラメータ空間における数種類の曲線

が現れ，特別な分布に対応していることがわか

る．さらに，これらの曲線のいくつかは自己同

型群の分類において得られるものと一致するこ

とが判明した．研究方法はロンスキアン形式の

零点の位数を計算するという古典的な方法であ

るが，位数の計算には部分終結式の計算と幾何

学的考察を併用した．

(4) 　平面曲線のゴナリティ G に関する研究

において，いくつかの進展があった．d 次平面

曲線 C の特異点の最大重複度を ν とすると，

不等式 G ≤ d − ν が成立する．２００４年の

論文（大河内正仁氏との共著論文）において，

等号 G = d − ν が成立するための十分条件を

２種類証明した．今回の研究により，上記の結

果をいくつかの点において改良することに成功

し，現時点における成果をプレプリントにまと

めている．特に，ν = 3 の場合には最良と思

われる結果を得ている．さらなる進展も期待さ

れ，研究を継続している．新しい観点はＧの下

からの評価式 G ≥ d− ν − q を考察することで

ある．また，以前の補題を再検討することによ

り，特異点の寄与をより細かく制御することが

可能になり，結果が改良された．
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